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資料－２ 

減災対策協議会

鳴瀬川等⼤規模氾濫時の



自治体名 内　　　容 掲載ページ

大崎市 タイムラインの改定、避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成 P2

松島町
総合型防災マップの作成、地域防災計画の見直し、災害時の対応、災害に備えた取り
組み、その他の取り組み

P3

大和町 吉岡小・児童(３年生３４人)における水防災教育 P4

大衡村
防災訓練、台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の大衡
村の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

P4.5

涌谷町 タイムラインの改定、体制の見直し・ハザードマップの作成 P6

美里町 集中豪雨等のタイムライン等についての関根地区住民への説明会開催 P7～P16

石巻市 出前講座等の実施、重要水防箇所の合同重視参加、石巻市水防団水防訓練の実施 P17

登米市
コミュニティエフエム放送の整備、ハザードマップの作成、防災タウンページの作成、防
災講話の実施、水防訓練の実施

P18～P23

栗原市
洪水・土砂災害ハザードマップの作成、戸別受信機の設置、要配慮者利用施設におけ
る避難計画、総合防災訓練の実施、水防訓練の実施

P24～P27

東松島市 出前講座実施（小野・野蒜地域で風水害に係る講座） P27

富谷市 災害時の周知・取り組み P28

大郷町 重要水防箇所合同巡視、総合防災訓練 P28～P29

色麻町 自主防災組織での水害を想定した防災訓練の実施 P29

加美町 総合防災訓練実施 P30

H２９年度
各自治体における主な取組
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 タイムラインの改定 【大崎市 H2９年度の取り組み】 

○平成29年12月「台風等の風水害を対象とした，国・宮城県直轄管理河川の避難勧告等タイムライン（防災行動
計画）」を策定。 
○対象河川  6河川（8観測所） 
 国直轄管理河川：江合川（2観測所）、鳴瀬川（2観測所）、吉田川（1観測所） 
 宮城県直轄管理河川：渋井川（1観測所）、多田川（1観測所）、田尻川（1観測所） 

（一部抜粋）国直轄管理河川：江合川 

（一部抜粋）宮城県直轄管理河川：渋井川 

 避難勧告等の判断・伝達マニュアルの作成 【大崎市H2９年度の取り組み】 

○これまでの水害対応の経験及び平成29年12月に改訂した国・県管理河川避難勧告等タイムラインをもとに、 
 平成30年3月に「避難勧告等判断伝達マニュアル」を策定。これにより風水害対応のルール化された。 

（一部抜粋）水害時の判断基準 

（一部抜粋）気象災害時の対応フロー 
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 【松島町 平成３０年度の取り組み】 

① 総合型防災マップの作成 H29～H30 

 ⇒ 津波浸水区域、洪水浸水区域、土砂災害警戒区域などの最新の内容を反映させた防災マップの作成 
       作成部数 ８０００部 ・ B４冊子型（２８ページ） 
   平成２９年１０月発注済、平成３０年７月完成予定（全戸配付） 
   ※想定最大規模降雨量の「浸水想定区域」を反映、「家屋倒壊等氾濫想定区域」を明記 

② 地域防災計画の見直し H30～H31 

 ⇒ 関係法令の改正や避難情報の内容など大幅な見直し 
       水防災に関する主な内容 
   ・想定最大規模降雨量による浸水区域 
   ・避難情報の名称変更（避難準備情報→避難準備・高齢者等避難開始 他） 
   ・要配慮者利用施設の避難確保計画の策定義務化の反映など 

③ 災害時の対応 

 ⇒ 人的被害を最小限とするため、早い段階での避難情報の発令 
       近年は短時間に多くの降雨も頻発しており、河川水位も急激に上昇することも数多くある。住民の   
   生命を守るため、早い段階での避難情報発令を行う。 
   ・河川水位だけにとらわれることなく、予測雨量等も含めた総合的判断 
   ・高齢者等は避難に時間を要すことを踏まえた早期判断 
   ・夜間避難を極力避けるための早期判断 

④ 災害に備えた取り組み 
 ⇒ 出水期前にタイムラインの再確認 
       出水期に備えた災害対応タイムラインの確認を行う 修正必要箇所は随時修正 
 
 ⇒ 水防団(消防団)の連絡体制の確認と撤退ルールの徹底（出水期前） 
   連絡体制の事前確認と災害活動従事者の身の安全を確保するため撤退ルールの確認と徹底 
 
   ⇒ 水防資機材の確認（出水期前） 
   水防団(消防団)と水防資機材の確認 必要に応じて土のう作成等を実施 
 
 ⇒ 防災行政無線戸別受信機の無償貸与 
   避難情報などの重要な内容を、正確に地域のまとめ役である行政員等へ伝達するため戸別受信機を 
   無償貸与（H27～H30） 
   防災行政無線の屋外拡声子局の音響エリア外の約５００世帯に対して戸別受信機を無償貸与 
   （H30～H32） 
 
⑤ その他の取り組み 

 ⇒ 「避難行動要支援者名簿」の定期的な更新 
       災害時に避難支援を要する対象者の把握 
   ・配付先 松島交番、松島消防署、社会福祉協議会、民生委員、行政区（区長・副区長・行政員）  
   ・備 考 １年ごとに名簿更新 
 
 ⇒ 町職員を防災士として養成 ※毎年１名づつ 
       災害に対する幅広い知識の習得と地域への防災意識の普及や助言ができる人材の育成 
   ・備 考 防災士は『特定非営利法人 日本防災士機構』の認証によるもの 
 

3



吉岡小・児童(３年生３４人)における水防災教育【大和町 H2９年度の取り組み】 

○日本損害保険協会(東京)の安全教育プログラム「ぼうさい探検隊」を活用して、吉岡小の３年生(３４人)が平成 
 ２７年９月の宮城豪雨で浸水した農地などを訪れ、当時の被害状況を見聞きし、水害への注意点を大型の防災 
 マップに書き込み、備えの意識を高めた。 

 宮城豪雨で浸水した学校近
くの水田を見学する児童ら、
水位が自分たちの身長の倍
以上に達したことを本田さん
(右)から聞き、意識を高めた。 

 班ごとに浸水現場で学ん
だことや水害への備えを防
災マップに書き込む子ども
たち。 

 子どもたちは、１班から４班に分かれて現場の４ヶ所へ訪れた。  
 善川沿いに広がる水田で、農業を営む本田さんより当時の川
の水位や田んぼが湖のように冠水した話しを受ける。 
 また吉田川沿いにある「黒川地域行政事務組合事務所」や「Ｊ
Ａグリーンあさひな」にそれぞれ訪問して、当時の状況や苦労話
を聞く。役場に訪問した班は、今後、川底の掘削や遊水池の新
設といった水害対策も紹介された。 
 学校に戻り、班ごとに防災マップ作りに挑戦し、被災状況と共
に「大雨の時は低い場所に行ってはいけない」「避難場所を家族
と話し合っておく」などの対策も記入して仕上げた。 

非常参集した職員に訓示 災害対策本部会議を実施 

    平成２９年度防災訓練    【大衡村 H2９年度の取り組み】 
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0955～衡中東 1020～衡中 1040～衡中北 1100～大瓜下

ＡＭ７：５５ 8:00 8:30 8:458:15 9:30 9:45 10:00 10:15

行
政
区
訓
練
移
行

○訓練内容：水消火器による初期消火訓練、火災通報訓練、非常持ち出し袋の点検、防災備

○訓練内容：避難所用資機材及び備蓄食料の点検、ＡＥＤ使用法の講習、炊き出し訓練及び

○訓練内容：ＡＥＤの使用法、水消火器による初期消火訓練、防災マップの見直し、炊き出し

平成２９年度大衡村防災訓練進行予定表

全般状況

10:30 10:45 11:00 11:
時間

9:00 9:20

２
号
配
備
発
令

○訓練内容：避難所開設訓練、安否確認訓練、炊き出し訓練、ＡＥＤ・水消火器による初期消

避
難
勧
告
発
令
に

伴
う
村
長
指
示

○訓練内容：弾道ミサイルを想定した避難訓練、避難所開設訓練、通報訓練、被害状況確認訓練、救護訓

○訓練内容：ＡＥＤ訓練、水消火器による消火訓練、備蓄防災資材点検、炊き出し訓練

○訓練内容：避難所開設訓練、安否確認訓練、ＡＥＤの使用法、水消火器による初期消火訓練、炊

行
政
区
住
民
避
難
開
始

○訓練内容：避難所開設訓練、特設公衆電話による安否確認訓練、水消火器による初期消

○訓練内容：水消火器による初期消火訓練、ＡＥＤの使用法、炊き出し訓練

各行
政区
巡視
⇒

行政
区に
移動
⇒

○訓練開始時刻、参加人数、進捗状況、終了時刻等報告

○訓練内容：避難所開設訓練及び炊き出し訓練、水消火器による初期消火訓練、ＡＥＤによる

○訓練内容：安否確認訓練、消防団による実地放水訓練、防災袋の点検、炊き出し訓練

○訓練内容：避難所開設訓練、ＡＥＤ・水消火器訓練、消防団による実地放水訓練、防災資機材の

○訓練内容：避難所開設訓練、安否確認訓練、水消火器による初期消火訓練、炊き出し訓練

○訓練内容：水消火器による初期消火訓練、ＡＥＤの使用法、火災通報訓練、非常持ち出し袋

登庁時間記録、車両・無線機掌握 備蓄食料・水消火器受領積載

各　行　政　区　訓　練

1100～衡東
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9:15
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撃
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報
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気象・水象情報 北上川下流河川事務所 大衡村 住民等
◇台風情報 ○河川管理施設の点検・操作 ○災害情報の収集

○職員待機等の体制確認
○テレビ、ラジオ、インターネット等による気象警報等の
確認

◇台風に関する宮城県気象情報（随時） ○災害対策用資機材・復旧資機材の確保 ○消防団等への注意喚起 ○ハザードマップ等による避難所・避難ルートの確認
◇台風に関する気象庁記者会見 ○リエゾン体制の確認 ○行政区長との連絡 ○防災用品の準備
◇大雨注意報・洪水注意報発表 ○協力機関の体制確認 ○休校の判断、体制の確認等 ○自宅保全
◇台風に関する気象庁記者会見 ○ダム事前放流の指示・確認 ○ＭＩＤＯＲＩによる県への報告
◇大雨警報・洪水警報発表

【災害対策支部　注意体制】 　　　　　　　　　　　　　　○消防団参集指示
-９ｈ

○災害対策機械の派遣 ○連絡要員の配置
○水門、樋門、排水機場の操作 ○村長、副村長に状況報告
○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等） ○１時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
【災害対策支部　警戒体制】 　○消防団出動準備完了

-８ｈ

○出水時点検（巡視）　○水防警報（指示） ○特別警戒本部の設置、人員の配置
○村長または副村長登庁

　○テレビ、インターネット、携帯メールによる大雨や河川
情報確認

○避難が夜間等の場合、避難準備・高齢者等避難開始
◇暴風警報発表 ○防災無線、携帯メール等による河川水位等の情報発信

　　　　　　　○ホットライン（仙台管区気象台） 　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホットライン ○必要に応じ、助言等の要請 　　　　　○水防活動状況報告（消防団）
　　　　　　　　　　　○漏水、侵食情報提供 ○巡視、水防活動状況報告

-４ｈ 【災害対策支部　非情体制】

○災害対策本部の設置、人員の配置 ○避難所の準備（要配慮者以外）
◇暴風警報発表 　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホットライン ○避難所開設準備

○防災無線、携帯メール等による避難準備・高齢者等避
難情報の伝達
○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認
○必要に応じ避難勧告の早期発令
○必要に応じ助言の要請

○指定避難所・一時避難場所または福祉避難所への避
難（要配慮者）

-２ｈ 　　　　　　　　　　

◇暴風警報発表 　　　　　　　　　　　　　　　 ○防災無線、携帯メールによる避難勧告発令の伝達 ○消防団の活動停止、避難
　　　○ホットライン（仙台管区気象台） ○必要に応じ避難指示の早期発令 ○指定避難所・一時避難場所への避難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホットライン ○助言の要請
-１ｈ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○リエゾンの派遣

　　　　　
○災害対策本部員の配置（各部全職員） 　　　　　

◇大雨特別警報発表 ○防災無線、携帯メールによる避難指示発令の伝達 　　　○未避難者の緊急避難
○大雨特別警報の住民への周知 　　　○屋内安全確保（垂直避難）

　　　　　　　　　　　　　　　　　○ホットライン ○助言の要請
０ｈ

○自衛隊への派遣要請
○避難者への支援

○被害状況の把握 ○近隣市町村、県、消防署、警察署、学校施設への通報及び

（ヘリコプター等による迅速な状況把握） 協力要請
○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの活動 ○救急・救助体制の確立（消防・警察・自衛隊等）

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング ○被害状況・調査結果とうの公表 ○緊急輸送ネットワークの確保、ヘリコプターの要請
については、事象によって異なります。 ○孤立集落対策

水防団待機水位到達
（塩浪水位観測所（水位１．９ｍ）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
（塩浪水位観測所（水位２．６ｍ）

洪水予報（氾濫注意情報） 水防警報（出動）

氾濫発生

警戒配備

特別警戒配備

避難判断水位（塩浪水位観測所水位３．８ｍ）まで

水位の上昇が予想される場合

氾濫危険水位到達
（落合水位観測所（水位４．５ｍ）

堤防天端水位到達・越流（５．６ｍ）

災害対策本部（１号配備）

災害対策本部（２号配備）

消防団出動

避難準備・高齢者等非難

避難勧告

避難指示

洪水予報（氾濫警戒情報）

洪水予報（氾濫危険情報）

洪水予報（氾濫発生情報）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

要配慮者避難開始

避難完了

最終的な危険回避行動

避難解除

避難開始避難判断水位到達

河川名：善川

観測所名：塩浪

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の大衡村の避難勧

告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）
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 タイムラインの改定 【涌谷町 H2９年度の取り組み】 
○内閣府の「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドラインを参考にタイムラインの見直し、修正を実施。 
 
○対象河川 ２河川 （２観測所） 
 ・旧北上川（観測所：和渕） 
 ・江合川 （観測所：涌谷） 

江合川 旧北上川 

体制の見直し・ハザードマップの作成 【涌谷町 H2９年度の取り組み】 

○水害時の配備体制の見直しを行うとともに、国土交通省、宮城県の河川浸水想定区域データ、洪水浸水想定区域
データを元に「涌谷町防災マップ」を作成。町民へ災害危険区域や避難所の周知を図った。 
  

地域防災計画における水害時の配備体制等の見直し 想定最大規模降雨に基づく防災マップを作成 

6



集中豪雨等のタイムライン等について 【美里町 H2９年度の取り組み】 
集中豪雨等の対応タイムライン等についての関根地区住民への説明会開催 
 
○日時 平成29年12月3日（日） 16：00～ 
○内容 
 １．大雨による主な被害 
 ２．気象警報・洪水予報の種類等 
 ３．避難準備情報・避難勧告等 
 ４．避難時の注意点・風水害への備え 
 ５．浸水想定区域と浸水規模の把握 
 
 上記について、別添資料のハザードマップ等を用いながら、タイムラインの開設を交えながら説明会を実施した。 
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石巻市消防団水防訓練の実施【石巻市 H2９年度の取り組み】 
○平成２９年度石巻市消防団水防訓練の実施 
 日時：平成２９年６月１８日（日）午前９時～ 
 場所：桃生植立山河川公園（旧北上川左岸） 
 概要：基礎講習（縄結び、土のう作成） 
    水防工法訓練（積土のう工法×３工法隊、月の輪工法×２工法隊） 

 出前講座等の実施 【石巻市 H2９年度の取り組み】 
○年間４回の出前講座を実施（４/19、１１/１２、１２/５、１/２４） 

 重要水防箇所の合同重視参加 【石巻市 H2９年度の取り組み】 
○石巻地区（６/５）、桃生地区（６/26）への参加 
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出前講座実施（小野・野蒜地域で風水害に係る講座）【東松島市 H2９年度の取り組み】 

○東松島市小野・野蒜地域において、風水害に関する研修会を地域自主防災組織を対象に行いました。 
 タイムラインに基づく初動マニュアル、避難勧告発令基準等の説明実施、また、「鳴瀬川・吉田川の水防に関す      
 る取組について学習し地域の自主防災活動に活かす」との内容で、鳴瀬堰及び野蒜水門の現場視察を行いました。 
 鳴瀬川水系の近くには、小学校・中学校もあることから、学校の防災担当の先生も参加していただき、学校での  
 緊急時の対応等の参考にしていただきました。 

【小野地区研修会（鳴瀬堰）】 【野蒜地区研修会（野蒜水門・東名水門）】 
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○周知 
→行政無線・安全安心メール・ＨＰにより住民への周知を図る。 
 富谷地区に大きな河川があることから、水害を想定した防災訓練を実施する。 
 
○作成 
→防災計画の見直し、各種マニュアルの作成に取り組む。 
 
○J-comとの協定 
→平成29年4月より防災行政無線の災害協定を締結し、10月から運用を開始。 
 防災行政無線を各家庭で聞けるサービスを提供している。（初年度無料） 

 災害時の周知・取り組み 【富谷市 H2９年度の取り組み】 

【大郷町】重要水防箇所合同巡視（Ｈ２９.６.１５） 

【訓練の概要】 
 １．開催日時：平成29年6月15日 
 ２．実施機関：大郷町、大郷町消防団、 
        北上川下流河川事務所 
 ３．参加人数：約２０人 
 ４．主な内容 
  ・吉田川危険箇所の巡視 
  ・水防倉庫の点検 
  ・意見交換 

吉田川危険箇所の巡視 

水防倉庫の点検 意見交換 

28



【大郷町】総合防災訓練（Ｈ２９.１０.１５）※水防訓練は雨天のため中止 

【訓練の概要】 
 １．開催日時：平成29年１０月15日 
 ２．実施機関：大郷町、黒川消防署大郷出張所、 
        大郷町消防団、大郷町婦人防火ク 
        ラブ、粕川・大松沢地区連合会 
 ３．参加人数：約３００人 
 ４．主な内容：大地震発生を想定した総合訓練 
  ・通信通報訓練 
  ・救出救護訓練 
 

水防団員整列 

通信通報訓練 救急救護訓練 

自主防災組織での水害を想定した防災訓練の実施【色麻町 H2９年度の取り組み】 

○町内の自主防災組織において、防災訓練を実施した。 
～主な内容～ 
・住民避難訓練 
・炊き出し訓練 
・消防署講話 
  

住民避難訓練 避難者受付 

消防署講話 炊き出し訓練 
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平成２９年８月２７日（日） 
加美町総合防災訓練実施 

・国道３４７号「絆」交流促進協議会
構成市町である山形県・宮城県２
市２町の参加による加美町総合防
災訓練を小野田運動場で実施しま
した。 

 

総合防災訓練実施    【加美町 H2９年度の取り組み】 
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ソフト対策項目 主な取組項目 内容 掲載ページ

水防災に関する講演会（中粕川区防災訓練にて） P33

地域の担い手育成企画　第1弾
石巻工業高等学校、貞山小学校等と水防工法合同訓練を開催

P33

石巻市子どもセンターらいつと
「かわ探検（脇谷水門・閘門くぐり体験乗船）」を実施！

P34

全国初！
「みんなでミニ簡易アラート装置をつくろう！教室」を実施！

P34

カスリン・アイオン台風７０年水防災フォーラム開催
（ミニ簡易アラート装置づくり教室、改修の歴史パネル展示）を実施

P35

旧北上川分流施設等見学会を実施【仙台二華高校】 P35

地域の担い手育成企画　第２弾
石巻工業高等学校において出前講座を開催

P36

繋がる水防災意識向上！
石巻工業高校が小学校へ、ペッパーを活用した出前講座開催！

P36

米谷小学校・浅水小学校で学習会を開催 P37

地域の担い手育成企画　第３弾
古川工業高等学校土木情報科現場見学会を開催

P38

初開催！北上川講座～川博士に聞いてみよう！～を実施 P38

～北上川の河川改修により石巻発展の礎を築いた男～
川村孫兵衛を題材とした研究授業開催

P39

あいぽーとフェア'１７開催
北上川下流河川事務所：改修の歴史等のパネルを展示）

P39

大和町落合地区地域振興協議会出前講座 P40

亘理町「阿武隈川を守る会」
「近年の豪雨災害への備えと国土交通省の取組について」
出前講座開催

P40

～孫兵衛記念館が１日限定でオープン～
開北小学校多目的室で学習成果を展示・発表

P41

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

首
長
等
も
参
加
し
た

実
践
的
な
訓
練

タイムラインに基づく情報伝達訓練の実施 P41～42

平
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の

 
 
 
 
 

周
知
・
防
災
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
取
組

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
中
学
校
等
に
お
け
る
水
防
災
教
育
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
前
講
座
等
を
活
用
し
た
講
習
会
等
の
実
施

H２９年度
北上川下流河川事務所における主な取組　（１／２）
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ソフト対策項目 主な取組項目 内容 掲載ページ

合同巡視（河北・北上地区）を実施 P43

合同巡視（田尻・三本木地区）を実施 P43

合同巡視（石巻・鹿島台）を実施 P44

合同巡視（河南・松山地区）を実施 P44

合同巡視（小牛田・古川地区）を実施 P45

合同巡視（大郷町・大和町）を実施 P45

合同巡視（津山登米・中田東和地区）を実施 P46

合同巡視（松島町・東松島市）を実施 P46

合同巡視（豊里・桃生地区）を実施 P47

合同巡視（富谷市）を実施 P47

排
水
活
動
及
び
訓
練

、

 
施
設
運
用
に
関
す
る
取
組

排
水
施
設
等
の
情
報
共
有

、
浸
水
区
域
内
の

自
然
勾
配
を
踏
ま
え
た
排
水
検
討
を
行
い

、

大
規
模
水
害
緊
急
排
水
計
画

（
案

）
を
作
成

台風２１号　排水ポンプ車による排水支援 P48

 
 
よ
り
効
果
的
な
水
防
活
動
の
実
施
及
び

水
防
体
制
の
強
化
に
関
す
る
取
組

重
要
水
防
箇
所
の
合
同
巡
視

H２９年度の取組
北上川下流河川事務所における主な取組　（２／２）
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北上川下流河川事務所 

平成30年度の主な取組内容（鳴瀬川等・北上川下流等） 
 

【ハード対策】 

１．洪水氾濫を未然に防ぐ対策【鳴瀬川・吉田川・江合川・北上川】 
○堤防整備・河道掘削・堤防の浸透対策の継続実施 

 
２．危機管理型ハード対策【鳴瀬川・江合川・北上川・旧北上川】 
○堤防天端の保護・堤防裏法尻の補強の継続実施 

 
３．避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備 
○簡易水位計の設置（水害リスクの高い箇所） 
（鳴瀬川等・北上川下流等） 
○CCTVの整備 

 

【ソフト対策】 

１．住民の主体的で安全な避難を促す日頃からのリスクコミュニケーション 
〈洪水時〉 
○自治体担当者向けのポータルサイトの整備 
（鳴瀬川等・北上川下流等） 
○プッシュ型洪水情報の発信の継続実施 
（鳴瀬川等・北上川下流等） 

〈平時〉 
○タイムラインに基づく訓練 
（鳴瀬川等・北上川下流等） 
○小中学校等における水防災教育・出前講座等を活用した講習会等の継続実施 
（鳴瀬川等・北上川下流等） 
 

２．発災時に人命を守る水防活動の強化 
○重要水防箇所の合同巡視の継続実施（鳴瀬川等・北上川下流等） 
 

３．一日も早く日常を取り戻すための排水活動の強化等の取組 
○大規模水害緊急排水計画（案）の検討（鳴瀬川等・北上川下流等） 
○排水ポンプ車を用いた排水訓練の実施（鳴瀬川等・北上川下流等） 
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自治体名 内　　　容 掲載ページ

宮城県 出前講座実施 P51

H２９年度
宮城県における主な取組
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出前講座○平成29年6⽉13⽇，20⽇（⼤崎市松⼭公⺠館）【H2９年度の取り組み】
平成29年度大成館大学楽習塾（防災教室）「万が一に備える知識を学ぼう！」
会 場：大崎市松山老人福祉センター
参加者：大崎市松山地域の一般住民
目 的：大災害から生命・財産を守るための,各自の災害への備えや対応方法を学ぶと共に，

地域の現状や防災事業の基礎知識について学ぶもの。

●平成29年6⽉13⽇（参加者：18名）宮城県北部⼟⽊事務所
第１回「河川を学ぼう」

●平成29年6⽉20⽇（参加者：11名）宮城県⼟⽊部河川課
第２回「みやぎの治⽔事業」「⽔害から命を守るために〜ハザードマップによる洪⽔のへの備え〜」

出前講座○平成29年８⽉3⽇（JA栗っこケアサービス相談センター）【H2９年度の取り組み】

会 場：JA栗っこケアサービス相談センター研修室
参加者：JA栗っこケアサービス相談センター職員（約50名）
⽬ 的：職員と利⽤者の安全を確保することを⽬的とした⽔害に関する研修会

（要配慮者利⽤施設の管理者向け説明会での情報提供により出前講座に申込みいただきました）

●平成29年8⽉3⽇ 河川課
「⽔害から命を守るために〜ハザードマップによる洪⽔への備え〜」
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関係機関名 内　　　容 掲載ページ

気象台 防災気象情報の改善 P53

H２９年度
仙台管区気象台における主な取組
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【防災気象情報の改善】
近年、集中豪雨や台風等による被害が相次いで発生しており、また、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化していることを

踏まえ、国土交通省では「新たなステージに対応した防災・減災のあり方」を取りまとめました。それを受けて、交通政策審議
会気象分科会から次の提言（ 「新たなステージ」に対応した防災気象情報と観測・予測技術のあり方）がまとめられました。

・社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。
・危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

この提言を受け、気象庁では平成29年度の出水期から、大雨・洪水警報及び大雨特別警報の改善を行うとともに、「警報級
の可能性」や「大雨警報（浸水害）の危険度分布」及び「洪水警報の危険度分布」など、避難勧告等、市町村の防災対応を支
援する情報の提供を始めております。

防災気象情報の改善【H2９年度の取り組み】 仙台管区気象台

時系列で危険度を⾊分けした分かりやすい表⽰

◯ 今後予測される雨量等や危険度の推移を時系列で提供

◯ 危険度を色分け

H29年5⽉
提供開始

【改善後】

注意報・警報

（文章形式）

【改善前】

平成ｘｘ年ｘｘ⽉ｘ⽇ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地⽅気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴⾵，波浪警報 ⼤⾬，雷，濃霧注意報
【継続】⾼潮注意報

××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の

警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量
(ミリ) 10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向
風速

（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

翌朝までの「警報級の現象になる可能性」の提供
数⽇先までの「警報級の現象になる可能性」の提供

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象になる

可能性」を夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、

数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

H29年5⽉
提供開始

日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 中 － － 中 高 －

風 中 － － 高 高 －

防災気象情報の改善【H2９年度の取り組み】 仙台管区気象台
メッシュ情報を活⽤した危険度分布の提供

大雨警報（浸水害）及び洪水警報の危険度分布等表示例 （Ｈ29.1023 平成29年台風第21号）

H29年7⽉
提供開始

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 00 01 02 03 04 05 06 07 08
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時

単独 単独 単独 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30
基準 基準 基準 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

鳴瀬川 39.4 35.8 - 28.5 21.4 7.3 8.3 9.3 10.1 11.0 11.6 11.9 12.0 12.2 12.3 12.4 12.3 12.2 12.0 12.5 15.8 24.0 32.1 33.9
37.6

(2015.09.11)

田川 25.4 23.1 - 15.5 15.3 5.7 6.2 6.8 7.2 7.7 7.9 8.1 8.2 8.4 8.5 8.6 8.5 8.5 8.5 9.0 11.6 18.1 23.3 24.6
27.6

(2015.09.11)

多田川 12.3 11.2 - 8.9 6.8 2.4 2.6 2.8 3.0 3.3 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7 3.9 3.9 3.9 3.9 4.0 4.9 7.5 10.4 11.4
12.4

(2015.09.11)

加美町

既往
最大事例

（警報基準） （注意報基準）

複合
基準

複合
基準

市区町村 基準河川
基準Ⅲ

基準Ⅱ 基準Ⅰ

流域⾬量指数の予測値（防災情報提供システム）の提供

過去１２時間分の実況値
６時間先までの

予測値

対象河川 ： 1991年－2013年に外水氾濫による洪水被害が確認された河川。
水位周知河川の様な水防上重要な河川。

避難勧告等に関するガイドラインでは、「流域面積の大きくない水位周知河川やその他河川にお
いては水位が急激に上昇するため、実際に水位が上昇するよりも数時間前の早い段階から予
測（流域雨量指数の 6 時間先までの予測値を含む）を活用することが重要である。
水位周知河川及びその他河川の避難準備・高齢者等避難開始等の判断に活用する。」
と記述されています。

○「流域雨量指数の予測値」は、中小河川ごとに、これから
６時間先までに洪水危険度がどのくらい高まりそうかという「見
通し」が確認できる“予測情報”を提供

○中小河川では急激な水位上昇が発生しますが、この「流域雨
量指数の予測値」を活用して、こまめに「水位上昇の見込み」を
確認しておくことで、あらかじめ心の準備をしながら、水防活動
や避難情報に関する判断をしていくことができます。

○大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内において、どこで実際に

危険度が高まって いるかを確認できる危険度分布の提供

○道路や河川、鉄道などの地理情報と重ね合わせて危険度分布
（メッシュ情報）を提供

気象庁ＨＰアドレス
■大雨警報（浸水害）の危険度分布

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
■洪水警報の危険度分布

https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

避難勧告等に関するガイドラインでは、「大雨警報（浸水害）が発表された
市町村内において実際にどこで浸水害発生の危険度が高まっているか、
面的に概ね確認できる。小河川・下水道等における避難準備・高齢者等避
難開始の発令範囲の判断に活用する。」と記述されています。

H29年7⽉
提供開始

1kmﾒｯｼｭによる提供
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